
8 年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

①Ａ型従業員を含む全従業員が参加する「総括会議」 ＜別　紙＞

・事業所で年2回（2025.5.17、2025.11.15）実施

・人権やリスクマネジメント、個人情報保護。虐待防止法、ピアサポート研修での伝達研修

②障害者従業員の研修機会の提供

・「障害者ピアサポート研修～ファシリテーター養成研修」1名（福祉保健財団）

・「精神障害ピアサポート～仲間とささえあうには」1名（大田区）

・「ピアサポート研修・基礎」1名（福祉保健財団）

・「ＡＩと楽しく働く。クリエイターのための生成AＩマインドセット」1名（日本印刷技術協会）

・「在宅就労セミナー　生成AIで変わる世界」1名（葛飾福祉工場es-team）

＜目的＞

・障害の有無を問わずA型を含む全従業員に同一の研修機会を

　研修機会を提供している。（時間・費用は事業所負担）

・A型従業員と職員・健常者従業員が対等な立場で事業参加す

　る基盤が整備できるメリットがある。

＜成果＞

・令和７年度はピアサポータ―研修を重点に能力向上の機会提供を行った。 

・A型を利用するサポーターの支援力強化に繋がった。

・毎年計画的にピアサポート研修の機会に参加を促しているが

　関心を持つA型従業員は一部にとどまっている。

（課題のあるA型従業員に対する支援についての評価・意見）

・（精神障がいピアサポートミニ講座）できないことや苦手なこと（疾患や障害）に着目するより、その人

・（ピアサポートファシリテーター養成研修）利用者に対する共感的な関りができるようになり、自分の

　リカバリーストーリーを共有することで同じ悩みに向き合う対等な関係ができる。

・（生成AIで変わる世界）既に使ったことがある内容であり、AIの誤回答に対しては不満が残る内容、

　現状として質問（プロンプト）のスキルをつけることが重要。

住　所 東京都大田区大森西2-22-26 管理者名 湯浅克己

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 東京都大田福祉工場 事業所番号 1311101735

利用者からの意見・評価

　が持っている力や魅力に目をむける視点を大きく育てることが重要。

電話番号 03-3762-7611 対象年度 令和7年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先の企業や事業所等の意見または評価

指示は具体的・簡潔に、理由も伝える。

特別扱いせず、全員同じルールで対応する。

業務や組み合わせを固定せず、変化をつける。

日々の記録や観察で、早期に行動変化を把握する。

個別対応を増やさず、重要事項は全体へ伝える。

変更は試行期間を設け、「まずやってみる」運用をする。

トラブル対応の基準を統一し、担当者が偏らないようにする。

連携先企業（担当者） 田中美郷教育研究所　米倉様（当工場と利用契約をしているジョブコーチ）

様式２
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	④-1_ 利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書
	④-2_ 「利用者の知識、能力向上に係る実施報告書」添付資料



